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The Citizen Charter

�緑あふれる郷土を愛し、豊かな町を
つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
�平和を愛し、心のふれあう楽しい町
をつくりましょう。
�教養を深め、香り高い文化の町をつ
くりましょう。
�健康で幸せを願い、希望に満ちた町
をつくりましょう。

                                     4月１日現在
Data

●人口            男 12,409人（－38）
                     女 13,096人（－25）
               総　数 25,505人（－63）
               世帯数  8,881　（－13）

Opinion

Eメール：office@town.maruko.nagano.jp
ホームページ
http://www.town.maruko.nagano.jp
iモード用ホームページ
http://www.maruko-town.ne.jp/i
町長室専用ファックス（町づくりアクティブライン）
Fax 0268－42－3388
毎月15日は町長との対話サロン
【問】�0268－42－1011　企画課情報係
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丸子町役場企画課情報係
〒386-0492
長野県小県郡丸子町大字上丸子1612
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Fax 0268－43－3666
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●広報に掲載した写真差し上げます。
　丸子町役場企画課情報係まで
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“広報まるこ”は再生紙を使用しています。
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●気持ちも新たに、
　入学式
　４月になって、今年も入学

式のシーズンになりました。

町内でも、４月３日から５日

にかけて、保育園・幼稚園児

や、小学生がそれぞれ気持ち

も新たに入学式・入園式を迎

えました。

　今月の表紙は、４月５日に

行われた丸子北小学校の入学

式から、新１年生の教室での

ひとコマです。保育園や幼稚

園に入園したときは、泣いて

ばかりいた子供たちも、小学

校に入学するときには、すっかりお兄さん、お姉さんになって、みん

なきちんと来賓の方々の祝辞を静かに聞いていました。これから始ま

る新しい生活に向けて、期待で胸いっぱいです。

●サクラソウ
・桜草、乙女桜、常盤桜、

　プリムラ、一花桜など

　川沿いの野原や、山地の日

当たりのよい湿地帯に自生す

るサクラソウ科の多年草です。

桜の花が散るころから咲き出

し、四月から五月にかけ紅紫

色の優しく 可  憐 な花をつけま
か れん

す。

　花が桜に似ているので桜草

の名があります。江戸時代に武士の間で盛んに栽培され三百種以上の

品種があり、それぞれに名がつけられたそうです。

　サクラソウの仲間は大変多く、日本桜草と西洋桜草（プリムラ）に

分けられますが、野生種の日本桜草はめっきり減って希少種になりつ

つあります。俳句の世界では、晩春の基本季語です。

　『まのあたり天降（あも）りし蝶や桜草』　不器男

今月から表紙・裏表紙がカラーになりました。
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　近頃、身近に育児の相談ができる人がいな
くて、悩んでいるお父さん、お母さんが増え
ています。特に、はじめてお子さんを保育園・
幼稚園に入園させる保護者の方は、実際にそ
こでどんなことをしているか心配ではない
でしょうか。町では、子育て支援事業の一環
として、未就園児とその保護者を対象にして
保育園・幼稚園を開放し、実際に行事に参加
して、保育園・幼稚園の様子を知ってもらう
ための各種行事を行っています。
　また、同時に育児相談も行っています。
子育てに不安を抱える保護者の皆さん、この
機会に身近な保育園・幼稚園に気軽に出かけ
てみませんか。
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在席園児数が多く混乱する為、園児
と一緒に遊べる年令の１才以上の
子どもさんをお待ちしています。

������������	
歩いて競技に参加できる子どもさ
んをお待ちしています。

����� �42-2423
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�
保育園のお友だちと楽しく遊びま
しょう。

��������	
��
地域の皆様どなたでも参加できます。
出店、屋台などで楽しいことがいっ
ぱいです。

���������	
��
運動会の様子を見たり、一緒に参加
して楽しみましょう。

������ �42-2183
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保育園のお友だちと楽しく遊びま
しょう。

��������	
��
おみこしをかついだり、屋台でお買
物等一緒に楽しみましょう。

���������	
��
小さいお客さまの競技があります。

����� �42-2217

お父さん、お母さん

保育園・幼稚園に来てみませんか
～身近な保育園・幼稚園～
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おにいさん、おねえさんと一緒に遊
びましょう。

��������������
ゲームあそびや和太鼓の演奏もあ
ります。

�������������
小さなお客さまの競技もあります。

����� �35-0034
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保育園のお友だちと楽しく遊びま
しょう。

���������������
金魚すくいやボンボンつり等楽し
いことがたくさんあります。

���������	
��
運動会においでよ! おみやげあるよ。

����� �42-2401
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園児と一緒に遊びましょう。

�������������
未就園の小さなお友だちの参加種
目もあります。

������� �42-2237

�������������
お店屋さんごっこでお買い物をし
ましょう。

�������������
旗拾いをしましょう。

������ �35-0652
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����������	
�������
保育園のおにいちゃん、おねえちゃ
んたちと楽しく遊びましょう。

���������������
おみこし、出店、ゲームなど皆さん
で楽しみましょう。

�������������
地域のお年寄り、未就園児のみなさ
ん運動会の様子を見たり、参加して
一緒に楽しみましょう。

������ �42-2644

���������	
��
旗拾いをしましょう。

��������	
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���������	
園庭や砂場で園児たちと遊びましょう。

����� �44-2200
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近
年
の
少
子
化
、
晩
婚
化
、
社
会
基
盤

や
教
育
福
祉
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
育

児
の
問
題
も
多
種
多
様
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
悩
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
昔
の
よ
う

に
身
近
に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な
く
て
、

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
保
護
者
の

　
　
　
　
　
　

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
育
園
は
、
地
域
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
役

割
を
担
い
始
め
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
困
っ
た
と
き
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
身
近

な
保
育
園
・
幼
稚
園
の
先
生

た
ち
に
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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　はじめて自分の子供を入園させるときには、やっぱ
り不安がありました。自分の手元からはじめて子供を
手放すということと、保育園の様子がぜんぜんわから
ないので、それが不安でした。
　保育園の状況については、先に子供さんを保育園に
通わせているお母さんから、噂話で聞く程度で、はじめて子供を保育園に入れ
るお母さん同士では、いったいどういうところかしらという話をよくしていま
した。だから楽しそうだということよりも、むしろ不安が募って、あれが心配、
これが心配というように、悪いほう悪いほうへと考えてしまいがちでした。
でも、実際に保育園の行事に子供と参加してみて、自分の子供がほかの子供た
ちと一緒に遊んでいる姿がよく見えて、保育園の様子がよくわかり、入園させ
る不安がなくなりました。
　また、お母さん同士も子供と同じように、その場で知り合いを作ることがで

きて、入園する際の情報交換もで
きて、よかったです。
　子供もそうですが、親同士が知
り合いになってから保育園に入っ
てくるのは、とても安心できるし、
育児の相談も、保育園の先生たち
にいろいろ聞いてもらえるので、
保育園の行事に参加してみてよか
った思います。
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割田規代さん（中丸子）

●
身
近
な

　
　
　

相
談
相
手
と
し
て

● 各催し物、ご相談に関する
お問い合わせは●
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中丸子保育園園長　坂井志津子先生

　少子化で、子育てについて相談できる人が身近にいなくて悩んでい
るお父さん、お母さんが多くなってきているようです。保育園・幼稚
園の開放は、子育て支援事業の一環として行われているもので、入園
前に、実際に子供と一緒に保育園・幼稚園の行事に参加することによ
って、子供の遊んでいる様子を見て、理解し、納得し、安心して子供
をあずけることができます。また、これによって保育園・幼稚園の先
生や、親同士がかかわりあい、コミュニケーションをとることで、少
しでも子育ての不安を解消できればと思います。
　子育てに対する相談も受け
付けていますので、子育てを
ひとりで悩まないで、まずは
お父さんお母さんたちが、お
友達を作ってもらうような軽
い気持ちで行事に参加しても
らい、保育園・幼稚園に来る
ことを楽しみにしてほしいと
思います。
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【問合せ先】
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介護保険制度

おたっしゃ便り
����������

������������

�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�


　

そ
の
年
の
４
月
１
日
時
点
で
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
老
齢
基
礎
年
金
（
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
）
の
受
け
取
り
金
額
が
年
間
で　
１８

万
円
以
上
の
方
で
す
。

　

し
か
し
、
社
会
保
険
庁
と
の
手
続
き

が
年
１
回
（　

月
）
の
た
め
、
年
金
が

１０

年
額　

万
以
上
で
も
普
通
徴
収
に
な
る

１８

方
が
い
ま
す
。（
下
記
の
図
を
参
照
）

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
金
額
が

年
間
で　

万
円
未
満
の
方
は
、
普
通
徴

１８

収
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成

　

年
度
以
降
も
、
普
通
徴
収
で
お
支
払

１３い
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
理
由
（
現
況
届
の
提

出
が
遅
れ
た
な
ど
）
で
年
金
の
受
け
取

り
が
通
常
ど
お
り
で
き
な
い
方
も
、
特

別
徴
収
が
中
止
に
な
り
ま
す
の
で
普
通

徴
収
に
な
り
ま
す
。
年
金
の
現
況
届
な

ど
の
手
続
き
は
期
限
内
に
行
う
よ
う
に

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
の
方
に
は
納
入
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
金
融
機
関
の
窓
口
ま

た
は
口
座
振
替
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
場
合
は
別
に

申
込
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　

平
成　

年
４
月
２
日
以
降
に
お
誕
生

１３

日
が
き
て　

歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
誕

６５

生
月
ま
た
は
そ
の
翌
月
に
普
通
徴
収
の

納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

す
で
に　

歳
以
上
の
方
は
ご
通
知
し

６５

て
い
る
介
護
保
険
料
の
通
知
を
も
う
一

度
ご
確
認
下
さ
い
。

�
�
�
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介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
療
養
型
病
床
群
）
に
入

所
（
入
院
）
し
た
場
合
、
施

設
利
用
の
1
割
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
他
に
、
食
費
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
標
準
負
担

額
7
8
0
円
／
1
日
）

次
の
表
に
当
て
は
ま
る
方
は

食
費
の
減
額
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

����
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■
課
長
級

﹇
生
活
課
長
﹈田
中
良
雄

﹇
商
工
観
光
課
長
﹈佐
藤
清
正

﹇
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
﹈斎
藤
市
之
助

■
係
長
級

﹇
総
務
課
財
政
係
長
﹈倉
島
岩
喜

﹇
企
画
課
課
付
﹈依
田
孝
夫

﹇
税
務
課
町
民
税
係
長
﹈清
水
敏
昭

﹇
保
健
福
祉
課
介
護
係
長
﹈石
合
善
文

﹇
生
活
課
国
保
年
金
係
長
﹈掛
川
久
代

﹇
生
活
課
生
活
環
境
係
長
﹈柳
沢
正
敏

﹇
生
活
課
課
付
﹈長
島
三
和
・
山

岸
義
隆

﹇
農
林
課
農
村
整
備
係
長
﹈滝
沢
慶
昭

﹇
商
工
観
光
課
観
光
係
長
﹈沢
山
文
雄

﹇
土
木
課
管
理
係
長
﹈関　

和
夫

﹇
都
市
整
備
課
公
園
係
長
﹈矢
島
三
喜
男

﹇
都
市
整
備
課
地
籍
調
査
係
長
﹈武
重　

茂

﹇
下
水
道
課
普
及
係
長
﹈上
野　

栄

﹇
下
水
道
課
設
計
係
長
﹈中
村
光
明

﹇
下
水
道
課
工
事
係
長
﹈中
山
準
一

﹇
水
道
課
業
務
係
長
﹈竹
内
一
徳

﹇
社
会
教
育
課
文
化
会
館
係
長
﹈池
内
真
澄

﹇
消
防
防
災
課
庶
務
係
長
﹈高
野
英
雄

﹇
消
防
防
災
課
課
付
﹈宮
下
幸
夫

﹇
消
防
防
災
課
予
防
係
長
﹈北
沢
和
三

﹇
消
防
防
災
課
警
防
第
一
係
長
﹈矢
沢　

功

「
消
防
防
災
課
警
防
第
二
係
長
﹈小
林
喜
夫

「
陽
寿
荘
係
長
﹈伊
藤
守
夫

「
徳
寿
荘
係
長
﹈久
保
田
秀
夫

「
み
な
み
保
育
園
長
﹈田
村
睦
夫

「
西
内
保
育
園
長
﹈寺
西
哲
雄

「
東
内
保
育
園
長
﹈西
川
む
つ

「
依
田
保
育
園
長
﹈吉
池
袈
裟
保

「
学
校
教
育
課
課
付
﹈田
中
美
保
子

「
長
瀬
保
育
園
長
﹈飯
島
美
子

「
ち
ぐ
さ
幼
稚
園
長
﹈桜
井
千
枝
子

■
係
員

「
県
研
修
派
遣（
県
庁
企
画
局
）﹈

 
 
 
 
 
 
 
 
  
小
山
秀
永

「
総
務
課
人
事
係
﹈矢
嶋
美
奈
子

「
総
務
課
管
財
係
﹈谷
仲
英
彦

「
企
画
課
情
報
係
﹈中
曽
根
淳
子

「
税
務
課
町
民
税
係
﹈深
井
征
司

「
税
務
課
資
産
税
係
﹈清
水
基
和

「
税
務
課
収
納
係
﹈池
内
利
明

「
生
活
課
町
民
係
﹈池
田
弘
子

「
生
活
課
生
活
環
境
係
﹈小
山
厚

志
・
中
村
尚
文
・
佐
藤
健
一

「
同
和
対
策
課
同
和
対
策
係
﹈小
林
勝
弘

「
農
林
課
農
村
整
備
係
﹈竹
花
茂

勝
・
矢
ヶ
崎
厚
・
坂
井
信
治

「
商
工
観
光
課
観
光
係
﹈尾
美
弘
子

「
土
木
課
管
理
係
﹈桜
井
宣
彦

「
都
市
整
備
課
公
園
係
﹈尾
美
清

一
・
小
平
克
彦

﹇
下
水
道
課
管
理
係
﹈鈴
木
孝
志

﹇
水
道
課
業
務
係
﹈若
林
寛
美

﹇
学
校
教
育
課
幼
児
係
﹈加
藤
真
純

﹇
学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー

係
﹈矢
島
泰
雄
・
竹
花
敏
紀

﹇
消
防
防
災
課
警
防
第
二
係
﹈

 
 
 
 
  

齋
藤
和
幸（
新
採
用
）

﹇
陽
寿
荘
﹈小
山
龍
生

﹇
徳
寿
荘
﹈松
尾
ま
さ
み

﹇
中
丸
子
保
育
園
﹈山
崎
琴
枝
・

辰
野
ま
ゆ
み

﹇
み
な
み
保
育
園
﹈長
谷
川
厚
子

﹇
西
内
保
育
園
﹈西
山
敏
子

﹇
東
内
保
育
園
﹈中
村
清
子

﹇
依
田
保
育
園
﹈池
田
章
世

﹇
長
瀬
保
育
園
﹈西
尾
道
子
・
遠

山
利
絵
・
武
重
弘
美
・
鶴
巻
え

り
奈
・
高
柳
香
織

﹇
塩
川
保
育
園
﹈杉
原
三
枝
子
・

友
松
真
琴

﹇
わ
か
く
さ
幼
稚
園
﹈長
坂
美
江

子
・
中
澤
淳
子

﹇
ち
ぐ
さ
幼
稚
園
﹈高
田
み
ど
り

■
丸
子
中
央
小
学
校

﹇
校
長
﹈望
月
正
明（
信
大
付
属
松
本
小
）

﹇
教
諭
﹈原　

千
枝
子（
上
田
東
小
）

﹇
栄
養
士
﹈金
井
か
ず
よ（
東
部
中
）

﹇
教
諭
﹈山
本
義
明（
城
下
小
）

﹇
教
諭
﹈今
井
俊
彦（
豊
殿
小
）

﹇
教
諭
﹈堀
内
絹
予（
川
西
小
）

﹇
教
諭
﹈栗
原
智
子（
佐
久
城
山
小
）

﹇
教
諭
﹈春
原
孝
子（
楢
川
小
）

■
西
内
小
学
校

﹇
校
長
﹈山
崎
征
夫（
茅
野
市
北
山
小
）

﹇
養
護
教
諭
﹈柄
澤
和
子（
田
中
小
）

﹇
教
諭
﹈手
塚　

博（
塩
田
西
小
）

﹇
教
諭
﹈桜
井
睦
子（
滋
野
小
）

﹇
教
諭
﹈滝
澤
博
子（
東
小
）

﹇
教
諭
﹈堀　

哲
史（
岡
谷
上
の
原
小
）

■
丸
子
北
小
学
校

﹇
教
頭
﹈宮
澤
和
徳（
伊
那
東
部
中
）

﹇
教
諭
﹈中
村
静
代（
上
田
北
小
）

﹇
教
諭
﹈上
原
裕
子（
神
科
小
）

﹇
教
諭
﹈金
子
聡
美（
小
諸
養
護
）

﹇
教
諭
﹈伊
藤
和
明（
御
代
田
南
小
）

﹇
教
諭
﹈辰
口
憲
治

﹇
教
諭
﹈山
崎
織
恵

﹇
講
師
﹈宮
澤
眞
由
美（
丸
子
北
小
）

■
塩
川
小
学
校

﹇
教
諭
﹈中
村
和
由（
上
田
西
小
）

﹇
教
諭
﹈柳
澤
富
美
子（
田
中
小
）

﹇
講
師
﹈田
中　

誠

﹇
講
師
﹈遠
藤
八
寿
代

﹇
講
師
﹈長
井　

功

﹇
講
師
﹈宮
川　

良

■
丸
子
中
学
校

﹇
校
長
﹈宮
田
暉
朗（
筑
北
中
）

﹇
教
諭
﹈増
田
章
子（
上
田
第
六
中
）

﹇
教
諭
﹈中
村
文
博（
上
田
第
四
中
）

﹇
教
諭
﹈依
田
哲
郎（
信
大
付
属
養
護
）

﹇
教
諭
﹈安
藤　

文（
中
込
中
）

■
丸
子
北
中
学
校

﹇
校
長
﹈藤
塚　

勇（
松
代
中
）

﹇
教
諭
﹈中
沢
佳
成（
塩
田
中
）

﹇
教
諭
﹈金
井
幸
一（
塩
田
中
）

﹇
教
諭
﹈酒
井
真
一（
小
諸
養
護
）

﹇
講
師
﹈太
田
仁
子（
菅
平
中
）

﹇
教
諭
﹈柳
沢
伸
一（
長
小
）

﹇
教
諭
﹈横
澤
泰
志（
真
田
中
）

﹇
講
師
﹈龍
野
典
子（
長
門
小
）

﹇
教
諭
﹈金
澤
正
明（
野
岸
小
）

﹇
教
諭
﹈荻
原
直
子（
戸
倉
上
山
田
中
）

団
長 
 
 
 
 
 
  
上
原
栄
一

副
団
長 
 
 
 
 
  
堀
内
猛
敏

本
部
長 
 
 
 
  
久
保
田
荘
司

副
本
部
長 
 
 
 
  
塩
入
啓
史

本
部
班
長 
 
 
 
  
小
山
厚
志

ラ
ッ
パ
長 
 
 
 
  
小
林
茂
雄

副
ラ
ッ
パ
長 
 
 
  
今
井
敏
広

第
一
分
団
長 
 
 
  
齋
藤
一
生

　

副
分
団
長 
 
 
  
竹
花
文
博

第
一
部
長（
鹿
教
湯
）  
岩
木
孝
男

第
二
部
長（
高
梨
）　

永
井
丈
夫

第
三
部
長（
中
村
）　  
斎
藤　

久

第
四
部
長（
戸
羽
）　
  
湯
藤
信
生

第
二
分
団
長　
 
 
  
草
間
達
哉

　

副
分
団
長　
 
 
  
佐
藤
久
男

第
五
部
長（
荻
窪
）　

中
村
幸
好

第
六
部
長（
和
子
）　

臼
田
泰
丈

第
七
部
長（
下
和
子
）  岡
崎
勝
司

第
八
部
長（
辰
ノ
口
）  櫻
井
一
徳

第
三
分
団
長　
 
 
  
伊
澤
康
浩

　

副
分
団
長　
 
 
  
大
野
英
雄

第
九
部
長（
腰
越
）  　

藤
原　

和

第
十
部
長（
上
丸
子
）  丸
山
和
男

第
十
一
部
長（
中
丸
子
）  
掛
川
正
幸

第
十
二
部
長（
下
丸
子
）  
柴
田
陽
一

第
四
分
団
長 
 
 
  
清
水
晴
雄

　

副
分
団
長 
 
 
  
春
原
武
彦

第
十
三
部
長（
御
岳
堂
）  
永
井
正
志

第
十
四
部
長（
飯
沼
）  
成
沢
二
三
男

第
十
五
部
長（
茂
沢
）  関　

和
昭

第
十
六
部
長（
尾
野
山
）  
上
野
達
人

第
五
分
団
長　

川
井
正
明

　

副
分
団
長　

山
岸
誠
司

第
十
七
部
長（
上
長
瀬
）  
丸
山
聖
徳

第
十
八
部
長（
町
組
）    中
村
良
喜

第
十
九
部
長（
下
長
瀬
）  
山
岸
幸
造

第
六
分
団
長　

高
木
広
文

　

副
分
団
長　

金
子
和
夫

第
二
十
部
長（
藤
原
田
）  
堀
内
尚
彦

第
二
十
一
部
長（
南
方
）  
吉
池
幸
夫

第
二
十
二
部
長（
坂
井
）  
斎
藤　

篤

第
二
十
三
部
長（
狐
塚
）  
田
中
栄
治

第
二
十
四
部
長（
石
井
）  
北
沢
貞
徳

第
二
十
五
部
長（
郷
仕
川
原
）　

 
 
 
 
 
 
 
 
  
鷹
野
良
彦

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　

４
月
異
動
役
場
・
学
校
・
消
防
団

町
職
員
人
事
異
動

小
・
中
学
校
（ 
）内
は
前
任

消
防
団
新
役
員
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丸
子
町
女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
会

で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
づ
く
り

に
向
け
て
、　

年
度
は
左
記
の
よ
う
な

１３

計
画
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
度
の
主
な
事
業

１３①
ま
る
こ
シ
ル
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

０
１
（
７
月
）

②
ま
る
こ
女
性
プ
ラ
ン
映
画
会（　

月
）

１１

③
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

の
実
施
（
６
月
〜　

月　

６
回
）

１０

④
町
民
意
識
調
査
の
実
施

⑤
地
域
に
お
け
る
学
習
会

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

受
講
者
募
集
〜

【
趣　

旨
】

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
女
性

と
男
性
が
自
分
と
周
り
を
変
え
な
が
ら

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
主
体
的
に
参

加
し
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

地
域
や
職
場
等
に
お
け
る
活
動
に
参

画
し
指
導
・
助
言
で
き
る
指
導
者
の
養

成
を
め
ざ
し
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
参
加
対
象
者
】

　

男
女
を
問
わ
ず
お
お
む
ね
全
講
座
受

講
で
き
、
今
後
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
地
域
や
団
体
等
で
活
動

で
き
る
方
、
ま
た
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。

【
募
集
定
員
】　　

人
５０

【
内　
　

容
】

①
６
月　

②
③
７
月　

④
８
月　

⑤
９

月　

⑥　

月
１０

　

時
間
は
、
②
⑤
は
、
午
前　

時
か
ら

１０

午
後
３
時
ま
で
、
他
は
半
日
を
予
定
。

　

内
容
は「
男
女
共
同
参
画
が
め
ざ
す
も

の
」・「
男
女
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

あ
う
た
め
に
」・「
働
く
女
性
の
現
状
と
法

律
に
つ
い
て
」・「
男
女
で
ト
ラ
イ
健
康
料

理
」・「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
企

画
・
立
案
」・「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
向

け
て
」
で
、
講
義
、
演
習
等
で
す
。

【
問
い

：

申
込
】

　

住
所
、
氏
名
（
年
齢
）、
連
絡
先
を
ご

記
入
の
上
は
が
き
、
ま
た
は
電
話
・
F

A
X
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

５
月
１
日
（
火
）
〜　

日
（
木
）

２４

【
主　
　

催
】

　

丸
子
町
教
育
委
員
会
、
丸
子
町
女
性

行
動
計
画
推
進
委
員
会

※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
　〒386-0404
　丸子町上丸子1488
　丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て

男女共同参画セミナーが終了しました。

　３月１５日第６回の男女共同参画セミ
ナーが終了しました。最終回は、子育
て支援を考えるということで、丸子児
童クラブ（丸子中央・丸子北）の２箇
所を見学しました。子どもたちと指導
員の先生による紙人形劇を見たりと、
子育てに対する町の取り組みを見学し
ました。

　

消
費
者
の
利
益
を
守
る
消
費
者
契
約
法
が
で

き
ま
し
た
。

平
成　

年
４
月
１
日
施
行

１３

　

消
費
者
と
事
業
者
の
間
で
結
ぶ
す
べ
て
の
契

約
を
対
象
と
し
た
新
し
い
ル
ー
ル
で
す
。

（
ど
ん
な
場
合
に
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
の
？
）

例
え
ば
…
…

�
�
�
�

　

契
約
し
な
い
と
帰
ら
せ
て
も
ら
え
な
い　
!?

��

�

　

絵
の
展
示
会
で
長
時
間
進
め
ら
れ
、「
帰
り
た

い
」
と
い
っ
た
の
に
帰
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
仕
方

な
く
契
約
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

消
費
者
が
帰
り
た
い
と
伝
え
て
い
る
の
に
帰
ら

せ
な
い
と
い
う
事
業
者
の
行
為
に
よ
り
、
困
っ
た
末

に
契
約
し
た
場
合
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
や
職
場
に
事
業
者
が
居
座
っ
て
、
帰

っ
て
と
伝
え
た
の
に
帰
っ
て
く
れ
ず
、
や
む
を
得
ず

契
約
し
た
場
合
も
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な

������������������������������������������������������
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　国民健康保険では、加入者が１年間に使う医
療費のうち保険で給付する費用（本人が窓口
で支払う分を除いた費用）、老人保健医療への
拠出金、また、出産育児一時金や葬祭費など
の支払いをしています。

���������	
������

　このために必要な財源として、国庫支出金や現役のみなさんから、健康保険組合等を通じての交付金、
町一般会計からの繰入金などを受け入れ、不足する額は国保税で補うしくみになっています。したがって、
国保税は、加入者が受ける医療サービスの量に伴って必要となる額を収めていただくことから、支払いが
多くなると、国保税もその分だけ負担が多くなります。

����������	
��

　平成１３年度の国保会計は、それぞれの支払
い額の増加を見込んだもので、図①のように
なっています。前年度に比べて、保険給付費
と老人保健拠出金、介護保険の負担金などが
増加しています。

���������	
����

　また、これらの給付等をまかなう財源の構
成は、図②のようになっています。国保税は、
前年度は、これまで蓄えてきた基金から、ほ
ぼ全額の６０００万円をとりくずし、不足額を補
い国保税の引き上げを避けましたが、平成１３
年度では、この分が見込めないほか、医療費
の増加や老人保健拠出金の増加もあって、国
保税でまかなわなければならない額は、前年
に比べ大きく増加しています。平成１３年度の
国保税は５月までの１２年度の支払いをし、繰
越金などの財源を把握して不足分について負
担分を、決めていくことになります。

���������	
�����

　平成１３年度の国保税をどのくらいにするのかは、これから、関係の委員会や議会に諮って決めていくこ
とになりますが、「自分の健康は自分で守る」ために健康相談や、健康教室に積極的に参加したり、人間ド
ックの補助制度を利用し病気の早期発見にも努めましょう。

図①　丸子町国保会計歳出�

図②　丸子町国保会計歳入�

0億� 5億� 10億� 15億� 20億�

保健事業費ほか�
介護納付金�

老人保健�
拠出金�

保険給付費�

平成12年度�

平成13年度�

0億� 5億� 10億� 15億� 20億�

繰越金ほか�

基金繰入金�

一般会計繰入金�

療養�
給付費�
負担�

国庫支出金�国保税�

平成12年度�

平成13年度�
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乳幼児健康診査

みんなの国民年金　　　 申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申 請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請 ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお 早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早 めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
������

　老後のくらしや、病気やケガで障害者になったときなどの経済的な支えとなるのが国民年金制度です。
しかし、離職等、経済的理由で保険料が払えないからと放ったままにしている方はいませんか？そのまま
にしておきますと、年金をもらえなくなることがあります。保険料を免除する制度がありますので、国民
年金の窓口でご相談ください。
・免除された期間の年金額は、保険料を納めた場合の３分の１になります。

・将来余裕ができたときに、１０年以内であればさかのぼって納めることができます。

��������

　２０歳になりますと、学生さんも国民年金に加入しますが、本人の所得が一定以下の場合、申請し承認さ
れれば、年度内の期間について保険料が猶予されます。手続きは住民登録している市町村の窓口で行って
ください。
・学生特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間にはなりますが、基礎年金額の計算には反映されません。

・卒業して保険料が納められるようになったら、１０年以内であればさかのぼって納めることができます。

申請免除・学生特例納付制度は年度ごとに申請が必要です。昨年から引き続き申請をされる方

　　　　　は、早目に役場国保年金係へ手続きをお願いします。

　４月１日から下記の専修学校が学生納付特例対象校として追加されました。
　　・長野医療技術専門学校（長野市）
　　・長野県福祉大学校（諏訪市）
　　・上田市医師会付属看護専門学院（上田市）

�
�
�
�
�
�

（ ）
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　４月１日、役場前駐車場にて、平成１３年度
の丸子町消防団辞令交付式が行われました。
　この日は、４月だというのに非常に肌寒い
朝でしたが、辞令を交付された約１５０名の消防
団員の皆さんは、寒さを感じさせず、毅然と
した態度で式に臨んでいました。
　新入団員を代表して、第６分団第２４部の高
野一誉さんと、第３分団第９部の大内美帆子
さんが宣誓をしました。
　町民の財産を守るため、これから消防団員
の皆さんの活躍が期待されます。

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに町民を災害から守るために
～丸子町消防団辞令交付式～

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突突町の歴史を見守ってきたカネボウの煙突

　解体作業が続いているカネボウ丸子工場跡地で、３月
２１日、煙突の取り壊し作業が始まり、６０年以上丸子町の
歴史を見守り続けたシンボルが、またひとつ姿を消しま
した。カネボウ跡地の解体作業は夏ごろには建物の取り
壊しが終了する予定です。

カネボウ跡地煙突の解体作業

　３月２１日（水）、役場町民室にて、婦人消防団員の表彰
伝達式がとり行われ、前茂沢婦人消防隊隊長の並木幸子
さん（生田）が日本消防協会から表彰され、町長より表
彰状が手渡されました。女性消防隊員が表彰されるのは、
県内でも初めてで、全国でも１５人ほどしかいません。
　並木さんは、昭和５１年に茂沢婦人消防隊に入隊し、以
後２４年にわたり、地域の防火指導の活性化と婦人消防隊
の資質の向上に尽力されました。さらに、平成１１年から
は同隊隊長として、活躍されました。
　授章された並木さんは、「大変すばらしい賞をいただい
て光栄です。一消防団員として私なりにやってきたこと
がこのような賞に結びついたと思います。」と話しました。

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに優良婦人消防隊員に茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂茂沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸幸子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん茂沢の並木幸子さん
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一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅゅううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん一面の黄色いじゅうたん

　４月７日から２２日にかけて、信州国際音楽村で、恒例
の「すいせんまつり」が開かれました。約３０００平方メー
トルの南斜面一面に、ラッパスイセンなどが咲き誇りま
した。
期間中は、春の暖かな気候に恵まれ、町内外からの大勢
の観光客でにぎわいました。

音楽村すいせんまつり

　第１５回依田川オープン卓球選手権大会が、４月
１日、丸子町総合体育館で行われました。
　一般の部では男子２１チーム、女子１０チーム、シ
ニアの部は、男子６チーム、女子６チームの全４２
チーム、総勢約２００名により争われました。
　参加者は、いずれも卓球を愛する強豪ばかり。
当日は、４月とはいえ肌寒い陽気にもかかわらず、
試合会場は参加者の熱気に包まれていました。

卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球球愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう卓球愛好家が集う
～依田側オープン卓球選手権大会～

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技子供たちの生き生きとした演技

　春休みの恒例となった、第四こども劇
団の春休み第６回公演が、３月２５日、丸子
町文化会館セレスホールで行われました。
団員は、町内外の小学校１年生から中学
校３年生まで４６名の子供たちで、この日
のために１年間稽古に励んできました。
　この日演じたのは、男の子と女の子の
冒険を演じた「こんとあき」と、夏休み
の不思議な出来事を演じた「探偵団～夏
の出来事～」。
　子供たちのはつらつとした演技に、会
場の観客も惜しみない拍手を送っていま
した。

第４こども劇団春休み第６回公演
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158

�������

 1日　消防団辞令交付
 2日　年度始め式
 3日　保育園･幼稚園入園式
 4日　中学校入学式
 5日　小学校入学式
 6日　春の交通安全運動（～15日）
28日　21世紀記念植樹

��� �� 

 3日　少年野球開幕式
12日　ソフトボール開幕式
13日　マレットゴルフ町長杯大会
  　　早起き野球開幕式
26日　信州ルネッサンスふれあい2001

5月は
 3日　憲法記念日
 5日　こどもの日
 8日　世界赤十字デー
12日　看護の日
13日　母の日
30日　消費者の日
31日　世界禁煙デー

　   ISO14001（環境ISO）認証取得

　丸子町役場が３月９日付けで『ISO14001』（環境ISO）
を認証取得したのを受けて、３月２６日、役場３階第２会議室にて認
証式が行われ、審査登録機関の（財）日本品質保証機構（略称JQA）
から、町長に登録証が手渡されま
した。『ISO１４００１』（環境ISO）の
取得範囲は、本庁舎、ふれあいス
テーション、丸子町解放センター
で、県内の町村では、初めての取
得になります。

　ブルームフィールド市長、
　　　　　友好都市提携のための来日が決定

　平成１１年１０月に丸子町との友好都市提携の覚書を交わしていたブルー
ムフィールド市の市長が、友好都市提携の調印のために来日することが
決定しました。ブルームフィールド市長一行は、５月２１日に来日し、２３日
に丸子町を訪れ、２６日まで滞在する予定。２４日には丸子町文化会館で歓
迎式典が行われます。

　助役に小山田秀士氏、収入役に清水修一氏が就任

　３月３１日付で助役の浦芳照氏が退任するのをうけ、後任
に３月定例議会において前収入役の小山田秀志氏が４月１日付で
助役に選任され、収入役の後任には、前生活課長の清水修一氏が選
任されました。（今月号１９ページに小山田助役の就任挨拶を掲載し
ています。収入役の就任挨拶は、来月号に掲載予定です。）

　  あたたかい心

　丸子スポーツダンスサークル・コスモス様　書籍キャビネット（ボラ

ンティアセンター）

　匿名の方　　書籍・学習教材（とんぼハウス）

　匿名の方　　卓球台セット等（とんぼハウス）

　依田森長様　介護用品

　匿名の方　　４点支点杖

丸子ツーリストホテル　工藤千秋様　いす２２脚（とんぼハウス）

厚く御礼申し上げます。

　役立っています水力発電施設周辺地域交付金
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◎軽自動車税減免対象の障害範囲
戦傷病者手帳の区分身体障害者手帳の級区分障害の区分

特別項症から第4項症
1級・2級・3級・4級の1視覚障害
2級・3級聴覚障害
3級平衡機能障害

特別項症から第2項症まで
〔咽頭摘出による音声機
能障害がある場合に限る〕

3級〔咽頭摘出による音声
機能障害がある場合に限
る〕

音声機能障害

特別項症から第3項症まで1級・2級の1・2級の2上肢体不自由
特別項症から第6項症まで
（第4項症から第6項症まで）
第1款症から第3款症まで
（第1項症から第3項症まで）

1級～6級
（3級の2・3級の3・4級～6
級）

下肢体不自由

特別項症から第6項症まで
（第5項症・第6項症まで）
第1款症から第3款症まで
（第1項症から第3款症まで）

1級・2級・3級（5級）体幹不自由

特別項症から第3項症まで1級・3級

心臓機能障害
腎臓機能障害
呼吸器機能障害

膀胱・直腸・
小腸機能障害

1級・2級・3級
ヒト免疫不全
ウイルスによる
免疫機能障害

上肢機能…
1級及び2級（一上肢の
みに運動機能障害があ
る場合を除く）
移動機能…
1級から6級までの各級

乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障害    
　　上肢機能
　　移動機能

※本人が軽自動車を運転しない場合は（　）内の障害に該当する人は、
減免の対象になりません。
　　下肢、体幹、視覚の障害で身障手帳が１級または２級の方を対象と
した「重度心身障害者タクシ－利用料金助成事業」（保健福祉課へ申
請）とは、重複して受けられません。

軽自動車税が減免になります

　身体や精神に障害がある方で、右の表に該当し軽自
動車を所有し使用している場合、軽自動車税が減免に
なります。
　また、一人暮らしで障害のある方の所有する軽自動
車などで、通学・通院のために常時介護を要する方が
運転する軽自動車なども対象になります。
　なお、療育手帳（Ａ）および保健福祉手帳１級の交付
を受けている方も対象になります。

減免の手続き
　軽自動車税の納税通知が届きましたら
　納期限の７日前　５月２５日（金）までに税務課の窓
口で手続きをしてください。

《手続きに必要なもの》
１．軽自動車税の納税通知
２．身体障害者手帳・戦傷病者手帳・療育手帳・保健

福祉手帳
３．運転免許証
４．印鑑
５．車検証
６．１８歳未満の障害のある方で、家族が所有し運転す

る軽自動車は、生計同一証明
７．常時介護者が運転する場合、常時介護証明書

※６．７については保健福祉課（丸子ふれあいステー
ション内）で証明書の発行をします。

【問】役場　税務課　町民税係 
　　　　　　　　　�42-1030　有線2-4522

重度心身障害の皆さんにタクシー利用料金を助成します

��������	・身体障害者手帳の「１級」または「２級」の方で、下肢または体幹、視覚の機能障害の方。
　　　　　　　　　・療育手帳の場合は「Ａ１」または「Ａ２」の方。
　　　　　　　　　※　障害の内容に当てはまる方でも、次の①②に該当される方は、対象となりません。
　　　　　　　　　①軽自動車税や自動車税の減免を受けている方。
　　　　　　　　　②当該世帯員による平成１２年分の所得税の税額が４万２千円を超えている方。
　　　　　　　　　申請書類は、保健福祉課 福祉係にありますので、対象となる方は申請してください。

【問】役場　福祉係（丸子ふれあいステーション内）　�42-1118　有線2-4474

��������	
�

��������	
���

２５ｍ×１１ｍの１００％温泉プールと８種類の温泉
温泉プールに超音波と水圧効果抜群の設備があります。

ぜひ一度お試しください。（流水フローマシン）

回数券　大人１０回　５,０００円（１年間有効）

フリーパス（会員券）　大人　２５,０００円（１年間有効）

（“クア”とは、ドイツ語で保養・治療の意味です。）

��������	
����

５月２１日（月）～２７日（日）は春の行政相談週間です。
　行政に対する苦情や意見・要望などを住民の皆さんからお
聞きし、その解決や実現を目指す制度に行政相談があります。
　相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が応じて
います。相談は無料で秘密は固く守られます。
「町の行政相談委員」
　　内堀修さん　住所　生田２８６６　�４２－４５２４　有線２３２０３

憲法週間 5/1～7 標語 「憲法は明るい社会の道しるべ」
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差
別
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
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平
成　

年
７
月　

日
に
、
丸
子

１２

１１

町
長
か
ら
、
丸
子
町
の
「
部
落
差

別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
こ
と
を
め
ざ
す
総
合
計
画
」
の

策
定
に
つ
い
て
、
丸
子
町
部
落
差

別
撤
廃
人
権
擁
護
審
議
会
に
諮
問

さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
３
月　

日
２９

に
、
同
審
議
会
会
長
の
両
角
辰
文

さ
ん
（
写
真
左
）
か
ら
町
長
に
、

計
画
案
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

丸
子
町
で
は
、「
丸
子
町
に
お
け

る
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
す
こ
と
を
め
ざ
す
条

例
」
を
平
成
６
年
９
月　

日
に
制

２２

定
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
参
加

に
よ
る
、
差
別
の
な
い
明
る
い
丸

子
町
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、

計
画
案
は
こ
れ
を
よ
り
具
体
化
す

る
た
め
に
策
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
審
議
会
は
、
こ
の
計
画
案
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
全
体
会
議

を
５
回
、
少
人
数
に
よ
る
部
会
を

７
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
き
め
細

か
い
審
議
を
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
内
の
現
地
視
察
や
町

民
の
意
識
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

地
域
の
実
態
を
把
握
し
て
今
回
の

計
画
案
に
反
映
し
、
こ
の
日
の
答

申
と
な
り
ま
し
た
。

　

答
申
に
あ
た
り
、
審
議
会
会
長

の
両
角
さ
ん
は
、「
こ
れ
は
ま
だ
入

り
口
な
の
で
、
こ
れ
を
土
台
に
し

て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
が
な
く
な
る
、
明
る
い
丸

子
町
に
み
ん
な
が
努
力
し
て
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

家
庭
教
師
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

多
く
の
人
は
気
が
つ
い
て
い
な
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
差
別
に
つ
い

て
教
え
る
家
庭
教
師
も
、
実
は
多

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

家
庭
教
師
は
、
私
た
ち
自
身
で
あ

る
こ
と
も
ご
存
知
で
あ
ろ
う
か
。

　

同
和
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現

在
、
学
校
教
育
の
中
で
、
継
続
的

に
、
熱
心
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
現
場
教
育
の
先
生
方
の
間

で
は
、「
せ
っ
か
く
前
向
き
の
正
し

い
反
差
別
の
教
育
を
し
て
も
、
家

に
帰
る
と
後
ろ
向
き
の
教
育
を
や

ら
れ
て
い
る
。
何
と
か
な
ら
な
い

か
。」と
嘆
く
声
が
強
い
。
つ
ま
り
、

家
庭
の
中
で
親
や
祖
父
母
が
わ
が

子
や
孫
た
ち
に
差
別
的
な
知
識
を

教
え
込
む
も
の
が
多
い
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

幼
い
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
教

育
の
授
業
で
教
え
ら
れ
る
も
の
よ

り
も
、
両
親
ら
の
話
の
ほ
う
が
具

体
的
で
真
実
味
が
あ
る
と
受
け
止

め
る
。
こ
の
�
家
庭
教
師
�
の
教

育
に
は
説
得
力
が
あ
り
、
効
果
が

あ
る
。

　

だ
か
ら
、
学
校
の
同
和
教
育
に

逆
行
し
、
差
別
的
な
方
向
へ
引
き

戻
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
過
去
を
振
り

返
っ
て
み
る
が
い
い
。
こ
の
丸
子

町
や
周
辺
市
町
村
の
、
ど
こ
が
同

和
地
区
で
あ
り
、
そ
れ
は
ど
う
い

う
地
域
で
あ
る
か
、
差
別
語
で
は

ど
う
呼
ぶ
か
と
い
っ
た
知
識
は
、

ほ
と
ん
ど
が
親
や
祖
母
、
あ
る
い

は
友
だ
ち
か
ら
教
え
ら
れ
て
き
た

は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
子
ど
も
が
親
と
な
り
、
ま

た
は
じ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
に
な
っ

て
、
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
子
や

孫
た
ち
に
差
別
的
な
知
識
を
教
え

込
ん
で
い
る
姿
は
、
今
も
厳
然
と

し
て
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
�
家

庭
教
師
�
た
ち
は
、
念
入
り
に
も

「
こ
れ
は
、
こ
こ
だ
け
の
話
だ
」

「
よ
そ
に
行
っ
て
口
に
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
堅
く
口
止
め
す
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。

　

差
別
的
な
意
識
と
い
う
も
の
は
、

こ
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
次
の
世

代
に
引
き
継
が
れ
、
大
人
や
子
ど

も
た
ち
の
脳
裏
に
強
固
な
差
別
意

識
を
し
て
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

だ
が
、
多
く
の
人
は
、
そ
の
考
え

を
軽
々
に
は
口
に
し
な
い
し
行
動

に
も
表
さ
な
い
。
陰
で
、
さ
さ
や

き
合
う
。
ま
た
は
落
書
き
を
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
ど
こ
の
誰
が
差
別

的
な
考
え
の
持
ち
主
か
は
全
然
わ

か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
数
多
く

の
場
合
、
そ
れ
が
「
差
別
事
件
」

と
し
て
表
化
し
た
と
き
に
、
そ
の

正
体
が
判
明
す
る
。

　

差
別
教
育
と
い
う
も
の
は
、
日

常
の
生
活
の
中
で
無
意
識
の
う
ち

に
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

私
た
ち
大
人
が
、
差
別
を
教
え
る

�
家
庭
教
師
�に
な
っ
て
い
な
い
か
を

猛
反
省
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

文
・
田
村
正
男
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U
W
P
（
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ー
プ
ル
）
の

　
　
　
　
　
　
　

中
で
、
私
は　

も
２３

　
　
　
　
　
　
　

の
家
庭
と
出
会
い
、

　
　
　
　
　
　

そ
し
て
、
別
れ
を
く

　
　
　
　
　

り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
驚
か
さ
れ
た
の
が
、
男

の
人
の
家
庭
の
中
で
の
役
割
。
日
本

で
は
と
か
く
、
男
は
稼
ぐ
人
、
女
は

守
る
人
、
と
い
う
風
潮
が
あ
り
ま
す

が
、
私
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
ホ
ス
ト
パ
パ
た
ち
の
こ
ん

な
思
い
出
で
す
。

　

１
日
お
き
に
、
私
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
を
焼
い
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
マ

ー
シ
ュ
さ
ん
。「
片
づ
け
が
好
き
で
ネ

ー
。
ハ
ハ
ッ
」
と
皿
を
洗
っ
て
い
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゴ
ー
ラ
さ
ん
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
み
て
い
た
ホ
ス
ト
マ

マ
の
す
て
き
だ
っ
た
こ
と
。

　

私
が
お
世
話
に

な
っ
た
、
ほ
と
ん

ど
の
お
母
さ
ん
方

は
、
フ
ル
タ
イ
ム

の
仕
事
を
も
っ
て

い
て
、
そ
し
て
、

家
事
の
分
担
が
あ

た
り
ま
え
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
た
の

で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
が
協
力
す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

を
毎
日
見
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
、

ご
く
自
然
に
自
分
で
自
分
の
こ
と
を

し
、
家
の
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
の
時
間

と
、
個
人
の
時
間
を
も
つ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
も
う
す
っ
か
り
い
い

大
人
の
年
齢
の
私
で
す
が
、
こ
の
子

ど
も
た
ち
が
、
と
て
も
大
人
び
て
見

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
っ
と
感
謝

の
気
持
ち
を
表
現
す
る
や
り
と
り
に
、

「
強
さ
」
と
「
優
し
さ
」
と
「
お
も

い
や
り
」
を
感
じ
ま
し
た
。
女
性
も

社
会
進
出
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

制
度
や
き
ま
り
も
大
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
家
の
中
で
の
、
こ
ん
な
心

が
け
が
一
番
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
ら
、
真
の
男
ら
し

さ
、
女
ら
し
さ
、
家
庭
ら
し
さ
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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～～～《
三
位
》

雪
原
の
丹
頂
か
た
み
に
鳴
き
あ
ひ
て
吐
く
息
白
し
無
碍
光
の
中 
  

藤
原
田　

堀
内
さ
ち
江

背
を
ぬ
ら
す
川
セ
キ
レ
イ
の
千
鳥
足
水
増
し
川
の
倒
れ
葦
ふ
む　
  

腰　

越　

西
村　

直
助

銃
と
鍬
持
ち
換
へ
う
な
う
五
十
年
耕
土
の
ひ
と
く
れ
手
に
取
り
て
見
る 
  
上
丸
子　

倉
島　

助
善

��������

�東内・西内コース
　５/１５�　５/２９�　６/１２�

�腰越・依田コース
　５/１７�　５/３１�　６/１４�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　５/８�　５/２２�　６/５�

�塩川・藤原田コース
　５/１０�　５/２４�　６/７�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　５/９�　５/２３�　６/６�

�����

ふるさと
信州の原風景

信州農山村ふるさと運動推進協議会　編
発行　信濃毎日新聞社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

平 凡 社　暮らしの中の漆器 

青 春 出 版 社トラベル英会話研究会プチ英会話

家の光協会小山　征男イラスト山野草のふやし方

祥 伝 社弘兼　憲史ひるむな！上司  

新星出版社高作　義明土日でマスタ－インタ－ネット

河出書房新社斎藤　　史過ぎて行く歌

幻 冬 社白川　　道天国への階段  上・下

文 芸 春 秋青来　有一聖水

あおぞら号

新 潮 社石原　良純石原家の人びと

文 芸 春 秋南木　佳士海へ

講 談 社堀江　敏幸熊の敷石

新 潮 社吉村　　昭敵討

東 京 書 籍沢野ひとし紫陽花の頃

新 潮 社亜刀田　高花あらし

河出書房新社篠原　　一きみよわすれないで

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
短
歌
の
部　

近
藤
良
子 
選

　
5／26（土）　本祭
��������	


開場　18：00
開演　18：30
会　場■パノラマ
　　　　ステージひびき
入場料■一般3,000円
　　　　中学生以下1,000円
　　　　（当日は500円増）
税込・全席自由　好評発売中

信州ルネッサンスふれあい2001
5／25（金）　前夜祭
��������	

開　場■18：30
開　演■19：00
会　場■ホールこだま
入場料■一般1.000円
　　　　小中学生500円
　　　　（当日500円増）

全席自由　好評発売中

�������������������	
�����������

5／26（土）　本祭
●ホールこだま　12：00～
のイジーズ（社会福祉法人　昴）ゲスト出演
上田コカリナ合奏団／音楽村児童合唱団／丸子
混声合唱団／開村記念式典／音楽村マンドリン
サークル・アンジェリカ／丸子町消防音楽隊／
音楽村ウインド・アンサンブル／音楽村合唱団
ＶＰＧ

●音楽村研修センター　10：00～16：00
　糸川英夫博士の遺品民族楽器展示

●フリーマーケット　10：00～15：00
●パフォーマンス広場　10：00～　
地域の芸能共演
丸子三龍地蔵会、依田神社大神楽、尾野山三頭
獅子、丸子太鼓保存会

●マルチメディア研究センター
　一般開放10：00～16：00
●音楽村周辺　乗馬体験（ニンジン持参）
●その他　出店コーナー 
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こ
の
た
び
、
三
月
議
会
に
て
助

役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
小
山
田

秀
士
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
五
次
丸
子
町
振
興
計

画
の
前
期
の
総
仕
上
げ
と
、
特
に

世
紀
の
大
事
業
の
下
水
道
と
カ
ネ

ボ
ウ
跡
地
利
用
に
全
力
投
球
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
堀
内
町
長
を
精
一

杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
は
自
治
体
間
の

競
争
の
時
代
で
す
。
働
く
場
が
あ

り
、
子
育
て
が
し
や
す
く
文
化
豊

か
で
老
後
の
健
康
福
祉
が
整
っ
て

い
る
町
で
、
進
取
の
気
風
に
富
み
、

自
然
豊
か
で
温
泉
の
あ
る
丸
子
町

は
、
も
っ
と
も
っ
と
す
ば
ら
し
く

住
み
や
す
い
町
に
な
る
要
素
を
も

っ
て
い
ま
す
。

　

堀
内
町
長
の
理
念
や
政
策
実
現

の
た
め
、
職
員
全
員
が
自
分
の
持

ち
場
で
の
職
責
を
全
う
し
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
組
織
と
し
て
大
き
な

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
力
を
つ
く

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

丸
子
町
は
「
自
然
に
や
さ
し
い

環
境
づ
く
り
を
行
う
」
と
堀
内
町

長
の
下
で
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
三
月
九
日
に
県
下
市
町

村
で
は
三
番
目
、
町
で
は
最
初
に

環
境
I
S
O
を
取
得
で
き
ま
し
た
。

力
を
あ
わ
せ
れ
ば
短
期
間
で
す
ば

ら
し
い
成
果
を
引
き
出
す
職
員
に
、

時
代
に
対
応
し
た
自
己
啓
発
を
期

待
し
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
職

員
と
力
を
あ
わ
せ
、
健
全
な
財
政

運
営
を
確
保
し
、
町
政
発
展
の
た

め
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
町
民
各
界
の
ご
助
言

や
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★固定資産税（1期）
★軽自動車税（全期）
★国民年金保険料（5月）
★上下水道使用料（2・3月分）

★年金相談　
　5月24日�10：00～12：00　13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　5月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　5月18日�　9：30～12：00　役場1階相談室
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子供の相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

5月の納税

5月の相談
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ご
め
い
ふ
く
を
祈
り
ま
す
。

２月
届出分
（敬称略）
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助
役
就
任
に
あ
た
っ
て

〜
新
助
役
の
ご
あ
い
さ
つ
〜 
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